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目的

環境保全 に役立つ非木材繊維資源のケナフを栽培 ・育成 し,そ の利用方法 を探索

す る.

蟹 要

本研 究 は,エ コマ テ リアル と しての非木材繊維 資源 に最 も適切 で ある一年 生植物

ケナフ(Hibiscusσ ω励 伽醐L)の 栽培 とその利 用 を自的 に,1993年 よ り開始 した研

究 である.従 来の成果 は,す で に本年 報1992,'94,'95,'96,'97,'98,

お よび'99年 に報告 した.

特 に従来 のケ ナ フ栽培 の成果 の総決算 と して,1998年 よ り平 塚市 お よび平塚

ケナフ普及協会 との共 同研 究 が行 われて きた.特 に,平 塚市 で は休 耕 田対 策 として ケナフ

の栽培 を推 奨 し,現 在,栽 培 したケ ナフのパ ルプ化 と紙製造 を行 って市 政 に還元 している.

この現状 はさ らに展 開 し,平 塚市 のみ な らず 日本全国 にその輪が広 が り大 きな活動 となっ

てい る.こ れ らの栽培 や利用 は最 も基礎 的 な指導 と,よ り学術 的 な研 究 成果の提 供が常 に

必要であ り,こ の点 を最 も重要 な課題 としてい る.さ らに,環 境 教育 に対す る展 開 を学校,

公民館 などを中心 に行 い,2000年 度 は,平 塚 キ ャンパ スで市 内6小 学 校の生徒28名

のケナ フ教育 を行 った.

まお,研 究室 内 では,栽 培研 究の他 に,a)種 子の発芽 阻害 実験,b)海 水 に よる阻
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害実験,c)生 長に伴 うクロロフィル量お よび水分量の測定実験,d)光 合成測定実験,e)花

の成分(色 素)研 究,f)葉 など各器官の成分研究などを行っている.取 り扱った種類 も,

ローゼル(胤5幽 励L)類 も加 えると30種 に近い.

成果

学内における共同研究 として,所 々に鈴木季直先生 と大石不二夫先生の参加が得

られ研究は大 きく発展 した.こ の共同研究 「パ ルプ資源植物 ケナフの二酸化炭素固定特性

の解析」は,別 項 に報告書 として総括 したので,こ こではケナフの普及 ・啓蒙活動のため

にまとめた小冊子2点 と学校教育のケナフ学習指針 として まとめた記録書 について記載 し

てお く.

1.ケ ナ フ研 究 レポー トNo.1

"ケ ナ フは どの ように生 態系 にかか わ
ってい るか?"(釜 野 徳 明 著)(2000年,ユ ニ

出版,東 京)

2.ケ ナ フ研究 レポー トNo.2

"ケ ナ フには熱帯雨林 を救 える力が あ る 一驚 くべ きケ ナ フの水耕 栽培 の収穫 量 一"
r

(釜野徳 明 著)(2000年,ユ ニ出版,東 京)

3.「 小学生によるケナフ栽培 と製紙化の記録」(平塚市 ・神奈川大学交流提携10周 年事

業)平 塚市 ・神奈川大学出版(釜 野徳明 編集,2001年3月)

一132一


